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「高校の魅力化」の基本的な考え方

○「高校の魅力化」は誰のため？

大前提は生徒にとって「魅力的」であること

生徒から選ばれる高校へ

生徒や学校、地域の実態を踏まえ、地域と連携・協働し、
社会の変化や生徒の多様な学習ニーズに対応した教育活
動を展開
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○生徒や保護者にとっての魅力化

□生徒の興味・関心や多様な進路希望に応じた教育課程の編成

□望ましい勤労観や職業観を育むためのキャリア教育の充実

□個に応じた学習機会の確保

□部活動等、課外活動の充実 など

○地域にとっての高校の魅力化

□地域を理解し、地域の将来を担う人材の育成

□生徒が地域社会の構成員の一員として、地域課題を主体的に探究する資質・能

力の育成

□地域が高等学校をより深く理解し、地域ぐるみで子どもを育てることができる

仕組みづくり
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高校の魅力化の推進には、高校と地域の連携・協働が必要
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「高校と地域の連携・協働」が進むと･･･

文部科学省「地域のみんなで子供たちの未来を考えるワークショップのすすめ」より 5



「高校の魅力化」に向けた
道教委の取組について
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北海道公立学校検索サイト「Kitapath（キタパス）」

自分に合った
高校を検索で
きるサイト

道内の公立高
校の情報を本
サイトに集約

魅力の発信強化
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「N-E.X.T.ハイスク－ル事業」について
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岩見沢
農業高校

・スマート農業などに対応した人材育成に向け、プログラミングやデー
タ分析に関する新科目の開設
・拠点校を中心に、道内の農業高校や工業・商業・水産学科などを設置
する高校が相互に連携して取り組む

有朋高校

・地方の小規模校から理系大学への進学を見据え、遠隔授業配信セン
ターを拡充し、理数系科目の配信をより一層充実させる
・多様な生徒の学習ニーズに対応するため、報告課題の電子化やキャリ
アの発達を目指す学習プログラムに取り組む
・開発した配信技術や指導案などを広く他の学校に共有

☆拠点校の取組・成果を広く全道に普及
☆各校の取組の一層の深化を図る


